
2009年（平成 21 年）4 月 1 日

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
定
額
給
付
金
事
業
の
要
綱
に
基
づ
き
、
市
で
は

美
祢
市
民
の
皆
様
へ
の
給
付
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
制
度
の
内
容

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
景
気
後
退
下
で
の
住
民
の
不

安
に
対
処
す
る
た
め
、
定
額
給
付

金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民

へ
の
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
、
あ

わ
せ
て
、
住
民
に
広
く
給
付
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
の
経
済
対
策
に

資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

１
人
１
万
２
千
円
。
た
だ
し
、

平
成
21
年
２
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
65
歳
以
上
お
よ
び
18
歳

以
下
の
人
は
１
人
２
万
円
。

基
準
日
に
お
い
て
、
次
の

、

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

対
象
で
す
。

美
祢
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
人

美
祢
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
短
期
滞

在
者
を
除
く
）

給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
（
外
国
人
の
場
合
は
本
人
）

定
額
給
付
金
受
給
申
請
書
は
４

月
中
旬
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
郵
送
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
を
受
け
る
に
は
、

市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

方
法
に
は
、
郵
便
に
よ
る
申
請
と

窓
口
で
の
申
請
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

次
の
書
類
を
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
入
れ
て
返
送
す
る
か
、
直
接

窓
口
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

定
額
給
付
金
受
給
申
請
書

通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
、
口
座

名
義
人
が
わ
か
る
部
分
）

本
人
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

申
請
期
間
は
平
成
21
年
４
月
20

日

か
ら
平
成
21
年
10
月
20
日

の
間
で
す
。

申
請
者
が
指
定
し
た
金
融
機
関

の
口
座
へ
の
振
込
み
を
原
則
と
し
、

申
請
書
類
の
確
認
後
、
５
月
中
旬

か
ら
順
次
振
込
を
開
始
し
ま
す
。

場
　
所

市
役
所
本
庁
１
階
、
美

東
総
合
支
所
、
秋
芳
総
合
支
所
、

各
出
張
所
、
各
公
民
館

開
設
日
時

４
月
20
日

〜
10
月
20
日

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
た
だ
し
、
４
月
25
日

、
26

の
休
日
に
限
り
市
役
所
本
庁
、

美
東
総
合
支
所
、
秋
芳
総
合
支

所
の
３
ヵ
所
の
窓
口
を
開
設
し

ま
す

※
申
請
窓
口
で
の
通
帳
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
は
無
料
で

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
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市
役
所
本
庁
１
階
の
市
民
相
談

室
を
４
月
よ
り
定
額
給
付
金
申
請

受
付
窓
口
と
す
る
た
め
、
一
定
の

期
間
市
民
会
館
へ
移
転
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

移
転
期
間

４
月
１
日

〜
５
月
31
日

市
民
相
談
室
移
転
場
所

市
民
会
館
１
階
和
室

○
市
か
ら
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
は
一
切
行
い
ま
せ
ん

○
市
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
す
べ

て
郵
送
で
す

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

と
き
は
、
迷
わ
ず
市
役
所
企
画
政

策
課
か
美
祢
警
察
署
（

０
８
３

７

０
１
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
市
企
画
政
策
課

（
定
額
給
付
金
窓
口
）

（

０
８
３
７

１
２
１
８
）

■
犯
行
手
口
の
名
称
が
変
わ
り
ま

し
た

山
口
県
警
察
で
は
、
振
り
込
め

詐
欺
に
関
す
る
犯
行
手
口
の
名
称

を
改
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
「
分

か
り
や
す
く
」「
名
称
を
聞
い
て

犯
行
手
口
が
想
像
で
き
る
」
よ
う

に
し
ま
し
た

○
戻
し
ま
す
詐
欺
（
こ
れ
ま
で
の

「
還
付
金
詐
欺
」）

「
医
療
費
」
や
「
保
険
料
」、

「
税
金
」
な
ど
の
過
払
金
を
戻
す

と
言
っ
て
A
T
M
で
の
手
続
き
を

指
示
し
、
実
際
は
振
り
込
み
（
振

り
替
え
）
手
続
き
を
行
わ
せ
て
だ

ま
し
取
る
手
口
で
す
。

※
今
後
、「
定
額
給
付
金
制
度
」

を
悪
用
し
た
犯
行
が
予
想
さ
れ

ま
す

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
身
内
を
名
乗
る
者
か
ら
お
金
を

要
求
す
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
場
合
は
、
相
手
が
告
げ
る
前

の
電
話
番
号
に
連
絡
す
る
な
ど

し
て
、
身
内
や
家
族
に
事
実
の

確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

○
お
金
を
要
求
す
る
電
話
や
メ
ー

ル
、
ハ
ガ
キ
な
ど
が
届
い
た
場

合
は
一
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や

身
内
、
警
察
な
ど
に
連
絡
し
、

冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ
先
　
美
祢
警
察
署

（

０
８
３
７

０
１
１
０
）


